
                         リハ共通５ (２５．２／２４実施） 

数  学  問  題 
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のとき、 ３   ３の値を求めると   ２    である。 
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[３]             の二重根号をはずして簡単にすると  ３  である。 
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[４]                   を因数分解すると  ４  である。 
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[５]      、     のとき、  

            +          を簡単にすると  ５  である。 

①            ②             ③              ④    

 [６] 不等式           を満たす整数  がちょうど４個存在するような

定数  の値の範囲は  ６  である。 

①        ②        ③        ④       
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[７] ３つの数 Ａ＝
４３

６
、Ｂ＝３＋   、Ｃ＝   の大小を判定すると 

  ７  である。 
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[８] ２次方程式                      が重解をもつように、 の値を 

定めると  ８  である。 
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[９]  および  の値によって決まる式       が  

          
       

        
 と与えられている。このとき、   １   の値は  

    ９  である。  

 

① －６     ② －２      ③ １      ④ ２ 

 

[１０] ３点（２，０）、（０，２）、（－２，－４）を通る２次関数は  １０  である。 
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[１１] ２つの２次関数         と          の頂点が一致するとき、 

定数     を求めると  １１  である。 
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[１２] 点（－２，６）を通る放物線がある。この放物線を  軸方向に４、 軸方向

に－５だけ平行移動すると、点（１，０）を頂点とする放物線になるという。もと

の放物線の方程式は  １２  である。 
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③                                          ④            
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[１３] 放物線         が常に直線        より下側にあるような   

   の値の範囲は  １３  である。 
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[１４]     ＋    ＝  のとき、    ＋
１

    
の値は  １４  である。 
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[１５]                              の値は  １５  である。 

 

① ０     ② ２              ③ １    ④ ２               

[１６] △ＡＢＣにおいて、         , Ａ＝６０°のとき、Ｂの大きさは 

       １６  である。 

 

① 30°      ② 45°     ③ 60°       ④ 75° 

 

[１７] △ＡＢＣにおいて、ＣＡ＝６ ､ Ｂ＝４５°､Ｃ＝６０°のとき、ＢＣの 

長さは  １７  である。 

 

① ６     ② 3+3        ③ 3+3     ④ 3       

 

[１８] △ＡＢＣにおいて、ＡＢ＝６、ＡＣ＝４、Ａ＝１２０°のとき、∠Ａの２等分線

が辺ＢＣと交わる点をＤとするとき、ＡＤの長さは  １８  である。 
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[１９] Ａ＝{ｎ|ｎは１６の正の約数}、Ｂ＝{ｎ|ｎは２０の正の約数} 

Ｃ＝{ｎ|ｎは８以下の正の偶数}とする。このとき集合(Ａ∩Ｂ)∪Ｃは 

      １９  である。 

 

① {2,4}   ② {1,2,4,6,8}  ③ {1,2,4,8,16}  ④ {1,2,4,5,10,20} 
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[２０] ４種類の数字０，１，２，３を用いて表される自然数を小さい順に並べる。すな

わち１，２，３，１０，１１，１２，１３，２０，２１，２２，・・・ 

このとき、２２２は  ２０  番目にある。 

 

① ２７     ② ３６     ③ ４２     ④ ４８ 

 

[２１] １つのさいころを続けて８回投げるとき、１の目が３回、２の目が３回、 

３の目が２回出る場合は  ２１  通りある。 

 

① ２８０    ② ５６０    ③ ７２０    ④ １１２０ 

 

[２２] 袋の中に７個の白玉と３個の黒玉がある。この中から３個を取り出したとき、白

玉が２個以上はいっている確率は  ２２  である。 
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[２３] ２本の当たりくじを含む１０本のくじがある。この中からＡ、Ｂ、Ｃの３人がこ

の順に１本ずつくじを引くとき、Ｂの当たる確率は  ２３  である。ただし、

引いたくじはもとに戻さないとする。 
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[２４] Ａ、Ｂ、Ｃの３人がある的に向かって１つのボールを投げるとき、的に当たる確

率はそれぞれ 
３

４
  

２

３
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５
 である。Ａ、Ｂ、Ｃがそれぞれ１つのボールを投げると

き、Ａを含めた２人だけが的に当たる確率は  ２４  である。 
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[２５] １つのさいころを５回投げるとき、３の倍数の目が２回以上出る確率は  

  ２５  である。 
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